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高い研究倫理を東京大学の精神風土に

総 長

先般、本学において明らかになった研究倫理をめぐる問題事案は、東京大学

憲章、東京大学の科学研究における行動規範（科学研究行動規範）などが定め

ている理念と大きくかけ離れたものです。日本の研究水準について社会に大き

な責任を有する東京大学において、こうした事案が相次いで生ずる事態は、あ

りうべからざることであり、きわめて重く受け止めなければなりません。この

事態は、東京大学の名誉・信用というにとどまらず、日本の科学に対する国際

的な信頼や評価にかかわる深刻な問題でもあります。

現在、問題事案をめぐる事実関係や原因の究明を続けており、すみやかに調

査を完了すべく全力をあげていますが、少なくとも現時点で、研究活動に従事

する専門職としての倫理観や規範意識の在りようにおいて、関係者に大きな問

題があったという危惧を強く持っています。東京大学憲章にいう「真理を探究

し知を創造しようとする」者としての誠実性(integrity)が、いま私たちに厳しく

問われています。

 最終的な調査結果のとりまとめを待って、改めて再発防止のための具体的な

アクションプランを示したいと考えていますが、いまも研究活動は日々行われ

ていますので、まずは、各研究者において、研究倫理の遵守について自己点検

を行うと同時に、各部局の教授会や専攻会議等、趣旨の徹底と議論が可能な規

模のすべての組織単位において、研究倫理の遵守方をめぐる議論をただちに行

い、教員のファカルティ・ディベロップメントや学生に対する教育指導などの

面で、すみやかに取組の徹底と充実を図るようお願いします。その結果につい

ては、各部局長にとりまとめをいただき、各種会議において情報共有を図ると

ともに、今後の全学的な再発防止措置の策定に資するものとしたいと考えてい

ます。また、相談事項等があれば、すみやかに科学研究行動規範担当理事宛に

連絡をお願いします。

問題事案は、たとえ一件でも発生すれば、学術研究に対する社会からの信頼

を大きく損ないます。研究不正は、「科学研究の本質そのものを否定し、その基

盤を脅かす、人類に対する重大な背信行為である」という、本学の科学研究行

動規範の言葉が、一人一人の日々の研究活動の中に自然な形で組み込まれるこ
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とを、強く期待しています。このたびのような事態が今後およそ発生すること

のない高い研究倫理の精神風土を、本学において揺るぎないものとすべく、皆

さんのさらなる自覚と尽力をお願いします。
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